
身近な外国人との
コミュニケーションのコツを
学びませんか？

県内の外国人住民は24万人を超え、今後もさらに増えると言われています。

日本人住民と外国人住民がお互いの立場を理解し、安心して暮らすことのできる地域づくりに

向けて、身近な外国人と気軽にコミュニケーションをとるコツを学ぶ研修を開催します。

埼玉県

令和６年度

第４回

参加
無料

●詳細、申し込み方法については、裏面をご覧ください。

３つのテーマを
通して、
多文化共生を
学びます !

地域のボランティアを

募集している団体の

活動を紹介

ボランティア

活動紹介

岩田一成氏

やさしい日本語って

なんだろう

やさしい
日本語

新居みどり氏

外国人の困りごとや

トラブル解決事例と実践法

ボラン
ティアの

基礎
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令和7年   2月8日（土） 13:00〜16:00 
 Zoomによるオンライン配信

日  時

受講方法

先 着 受 付 150名様

彩の国

主催 : 埼玉県 　事務局 （県委託事業者） : ひらがなネット株式会社 彩の国 埼玉県

多文化共生
ボランティア育成研修

聖心女子大学現代教養学部

日本語日本文学科教授

NPO 法人国際活動市民中心 （CINGA）

コーディネーター

岩澤直美氏多文化
共生
理解 「多様性」 との出会いで、

やさしく寄り添う社会を目指す

株式会社Culmony代表取締役

オンライン開催

●お申し込みフォームに記載いただいたメールアドレスに
　ミーティングURLをお送りします。

お申し込み



受付時間　9:30〜16:00
土日祝除く

8:30～17:15
土日祝除く

以下研修のサイト、またはQRコードからお申し込みください。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0306/tabunkakyousei/shienvol.html 

埼玉県 多文化共生ボランティア 検索

● 本研修は事前予約制となります。 詳細は研修のサイトをご覧ください。 

● お申し込みをされた方には、 受付完了メールと

    後日ご案内メールを送信いたします。

※いただいた個人情報は、 当事業運営及び埼玉県県民生活部国際課で行う事後調査アンケート

　 の案内や今後の事業の案内のみに使用し、それ以外の目的には使用しません。

※「多文化共生ボランティア」の認定には、メールアドレスが必要です。

※未成年の方は、保護者の同意を得て、お申し込みをしてください。

登録後は、ボランティアの募集やイベント情報をメールでお届けします。

研修内でもシステムへの登録をご案内します。

TEL

事業内容に関する お問い合わせ

埼玉県県民生活部国際課　　　　　 

　　 048-830-2717　　　 
       a2705-11@pref.saitama.lg.jpメール

（ひらがなネット株式会社）

お申し込みに関する お問い合わせ

埼玉県多文化共生ボランティア育成研修事務局

　　  03-6658-5414
       tabunka-saitama@hiragana-net.com

TEL

メール

お問い合わせ

「多文化共生ボランティア登録システム」 にご登録ください

研 修 終 了 後 は

ボランティアの募集や研修などの情報は、

「埼玉県多文化共生ボランティア」の

ウェブサイトをご覧ください。

「埼玉県多文化共生ボランティア」 ウェブサイト

ボ ラ ン テ ィ ア 情 報 は

●聖心女子大学現代教養学部

　 日本語日本文学科教授

岩田一成氏
元青年海外協力隊隊員（中国内蒙古自治区派遣）。帰国後、大学院にて学

び直し。大学院生のときからボランティア日本語教室に通う。関西人。でっ

かい抽象論よりも、細かくても具体的な話が好き。筑摩書房から『やさし

い日本語ってなんだろう』という新書が出版された。

●NPO法人国際活動市民中心

　（CINGA）コーディネーター

新居みどり氏

東京外国語大学多言語多文化教育研究センター（現多言語多文化共生セ

ンター）、国際移住機関（ＩＯＭ）コンサルタントを経て現職。法務省・文化庁

「在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン」に関する有識者会議委

員をつとめる。現在、東京の三鷹市で民生児童委員を務めており、地域で

「やさしい日本語」を広げる活動を実践中。

 

●株式会社Culmony代表取締役

岩澤直美氏

1995年チェコ生まれ。早稲田大学卒、東京大学大学院（博士課程）在学。

“違い”を価値にする多様性社会を目指し、高校生のときにCulmony(カル

モニー)を設立し、小学生向けの異文化理解教室を開校。実践と研究を重ね

ながら、学校では異文化への興味関心と理解を促進するプログラムを、企

業ではダイバーシティマネジメントのサポートと研修を行っている。

NewsPics連載などメディアでの発信も多数。
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参加申し込み方法   

先 着 受 付 150名様

星野ルネさんイラストのPC用壁紙を進呈

講師
紹介

２月5日（水） 締め切り

令和７年

主催 : 埼玉県 　事務局 （県委託事業者） : ひらがなネット株式会社 彩の国 埼玉県

進呈

お申し込み


